
宗
教
的
饗
象
と
入
格
槻
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
　
野
　
圓
　
空

　
　
魯
不
…
敏
的
経
験
ぬ
気
患
が
拝
の
…
聯
繋
が
必
無
闇
に
入
炊
…
麟
霧
在
で
あ
る
と
い
ム
蓉
へ
は
，
入
絡
｝
融
響
の
～
論
諏
眠

　
に
腐
心
し
授
古
來
の
紳
學
の
蓋
然
に
是
認
す
る
所
で
あ
う
、
叉
か
㌦
る
思
想
を
背
景
と
す
る
と
否

　
と
に
鰯
ら
ず
、
交
化
離
宗
敏
を
有
す
る
多
く
の
鮭
會
に
於
て
は
、
境
今
に
慮
る
疲
で
一
般
に
宗
敏
の

　
勤
象
は
人
格
聯
で
あ
る
と
豊
漁
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
近
年
に
至
っ
て
宗
激
的
饗
象

　
と
し
て
の
入
格
紳
の
親
念
を
否
定
し
．
少
く
と
も
哺
般
的
ぼ
考
へ
て
宗
敏
の
封
象
は
人
格
的
存
在

　
に
限
ら
な
い
葱
い
ム
主
張
が
、
可
な
う
有
力
獄
竜
の
と
し
て
屡
々
現
は
れ
て
寒
欝
。
直
し
て
託
主

　
張
は
大
鷲
上
二
今
の
異
今
職
方
薦
か
ら
盤
じ
て
居
蓄
。
即
ち
哺
は
墓
督
敏
の
激
雛
を
認
め
孜
い

　
霞
露
な
宗
敏
霊
感
の
批
鯉
と
、
織
れ
に
．
俘
9
て
薪
し
い
宗
敏
灘
想
を
縫
成
せ
ん
と
す
る
理
想
的
宗

　
敏
論
碧
く
嫉
鷲
融
學
の
思
懸
と
で
あ
っ
て
，
虫
と
し
て
理
紬
の
要
求
を
浦
足
せ
ん
が
爲
め
に
、
合
理

　
主
嚢
の
広
場
か
ら
入
格
酌
な
一
管
の
存
在
勘
否
定
し
、
む
し
ろ
非
人
格
的
な
源
琿
や
燦
想
が
聰
明

　
な
る
新
宗
教
の
掛
．
象
た
る
べ
き
こ
と
を
認
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
嚢
疫
他
の
一
は
宗
敏
史
上

繍
の
羅
實
の
説
鱗
か
ら
寒
ゑ
薮
灘
読
で
あ
、
つ
て
、
原
始
宗
敏
の
編
章
は
動
謡
物
慮
川
等
の
霧
人
絡

　
　
　
　
　
鑑
数
的
欝
激
、
乏
入
賂
競
騒
　
　
　
　
　
、
…
r
　
’
い
宅
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鷺
墨
鶴
窺
　
錨
繊
．
率
醗
號
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
π

約
な
事
物
を
崇
揮
の
野
象
と
し
て
居
る
の
み
救
ら
ず
、
原
始
佛
激
三
野
の
高
等
な
る
宗
敏
の
申
に

竜
人
格
的
存
在
の
親
念
を
崇
舞
の
封
象
と
し
な
い
竜
の
が
少
く
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
宗
敏

が
必
然
的
に
入
格
脚
を
封
象
と
す
る
と
は
云
は
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
朱
敏
麟
鋤
象
が
贋
を
非
人

格
駒
存
在
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
的
事
實
の
上
か
ら
詮
櫨
立
て
ら
れ
居
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
宗
激
酌
封
象
が
必
ず
人
格
的
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
と
い
ふ
主
張
若
く
は
想

定
は
．
灘
論
と
歴
史
と
の
爾
函
か
ら
破
ら
れ
ん
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
れ
に
封
し
て
宗
敏
醜

罫
象
に
人
格
を
必
然
と
す
る
入
や
竜
亦
相
思
の
読
響
を
試
み
て
居
る
。
師
ち
雰
入
格
醜
な
宗
教

的
封
象
が
理
論
的
に
要
求
さ
威
。
　
叉
或
る
惹
昧
に
予
て
歴
更
麟
に
存
在
騰
る
こ
と
を
認
め
な
が

ら
．
紛
ほ
そ
れ
が
岬
般
醜
に
銅
製
的
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
こ
と
を
主
張
す
る
人
々
は
、
多
く
の

宗
敏
的
封
象
の
申
に
は
客
槻
飽
な
意
瞳
α
於
て
は
雰
骨
格
的
な
蔦
の
が
少
く
な
い
が
、
然
し
其
葬

入
国
醜
な
埋
物
竜
宗
教
的
當
下
野
の
意
識
に
於
て
は
常
に
人
格
的
存
在
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
主
槻
的
に
は
皆
入
隅
的
存
在
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
原
始
宗
数
に
於
て
多
く
動
植

物
や
共
地
の
無
生
物
が
崇
拝
さ
れ
る
が
、
此
等
の
事
物
は
吾
入
に
取
っ
て
客
観
朗
に
人
格
で
な
い

け
れ
ど
竜
、
原
始
人
の
聖
画
に
は
男
親
的
に
入
墨
と
現
は
れ
控
の
で
あ
っ
て
、
其
甥
象
の
外
形
こ
そ

非
入
絡
納
な
事
物
で
あ
み
が
．
聖
意
殊
本
質
は
入
絡
朗
存
在
で
あ
る
。
救
莚
原
始
入
は
此
等
の
事



　
物
匙
豪
拝
す
る
時
に
瞬
講
ア
嵩
ミ
ズ
ム
の
心
理
か
ら
常
に
其
申
に
入
格
愚
な
霊
が
潜
ん
で
居
る

　
と
港
へ
、
正
し
く
其
露
を
心
象
と
し
て
宗
敷
鈎
行
事
を
卜
し
疫
の
で
あ
る
。
赤
襟
に
原
始
佛
敏
等

　
竜
そ
れ
が
宗
敏
で
あ
る
限
蚤
は
．
工
廠
象
と
す
る
箏
物
や
原
理
の
串
に
締
等
か
の
人
格
的
意
瞭
を

　
認
め
た
の
で
あ
っ
て
、
若
し
此
意
味
が
な
か
つ
沁
な
ら
ば
、
そ
れ
は
輩
な
倫
理
運
動
か
叉
は
哲
學
的

　
敏
説
に
論
叢
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宗
激
で
は
な
い
。
故
に
多
く
の
理
想
的
宗
敏
論
も
其
の
饗
象
と

　
す
る
所
の
無
隈
、
繋
ワ
晶
晶
、
紳
等
の
凱
念
が
、
何
等
か
の
意
味
に
於
て
人
格
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
宗
敏
を

　
成
さ
な
い
の
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
然
し
雰
人
格
論
は
更
に
之
に
饗
し
て
、
當
業
者
葉
身
の
宗
敏
意
識
に
於
て
竜
人
格
競
念
の
な
い
、

　
主
観
麟
に
竜
葬
入
格
麟
な
宗
敏
納
封
象
の
虜
う
得
る
理
霞
を
説
明
し
て
居
る
。
そ
れ
に
依
る
と

　
原
始
入
が
莫
崇
拝
の
欝
象
に
二
つ
飛
時
に
、
所
謝
ア
轟
ミ
ズ
ム
読
の
や
5
に
．
常
に
人
格
的
な
璽
の

　
存
在
を
認
め
て
居
る
と
い
ふ
の
は
思
弁
で
は
な
い
。
宗
敏
は
或
る
程
度
ま
で
薮
蓬
す
れ
ば
人
格

　
的
の
露
や
聯
の
観
念
を
生
じ
、
二
黒
現
象
や
、
其
他
の
事
物
に
竜
孕
る
人
格
を
認
め
て
、
之
を
心
あ
ウ

　
盤
あ
る
嘘
の
と
で
る
が
、
更
に
共
以
麟
の
最
も
原
始
酌
な
歌
態
に
湖
つ
で
考
察
す
る
と
、
些
し
竜
か

　
か
る
入
興
や
盤
の
二
念
の
な
い
時
期
が
あ
る
。
　
胤
れ
所
雛
プ
レ
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
臨
期
で
あ
っ
て
、

即
琵
時
藁
筆
切
の
事
物
に
カ
や
二
重
馨
嚢
嶽
蓼
朗
そ
れ
実
格
黎
糟
鷲
慧

　
　
　
　
　
搬
敬
的
三
三
乏
入
綴
囎
愈
‘
　
一
、
　
　
　
　
　
　
＼
　
一
，
r
　
一
　
瓢
麹
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欝
繍
曇
声
　
箪
鱒
＋
購
蟹
　
　
　
　
、
　
　
　
　
・
　
．
　
売
　
　
　
榊
糊
δ

志
又
は
盤
と
は
見
て
居
な
い
。
固
よ
う
か
、
る
観
念
が
主
と
な
っ
て
居
る
時
期
が
、
螢
逮
の
順
序

と
し
て
年
代
的
に
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
疇
期
に
先
つ
だ
と
い
ふ
臆
説
は
現
今
で
は
否
定
さ
れ
て
居
る

が
、
然
し
カ
や
生
命
の
観
念
は
必
ず
し
竜
直
に
精
々
や
直
面
酌
盤
の
概
念
で
は
な
く
、
原
始
人
が
活

動
的
の
事
物
に
必
滅
や
露
を
認
め
る
よ
う
も
、
軍
に
之
を
黙
秘
的
な
力
や
生
命
を
有
す
る
竜
の
と

考
ヘ
カ
こ
と
は
，
幾
多
の
事
實
が
之
を
謹
明
し
て
．
居
る
。
　
そ
れ
で
．
マ
レ
ッ
ト
は
之
を
ア
晶
マ
テ
イ
ズ
ム

の
槻
念
と
し
て
．
非
人
格
的
な
赫
秘
力
の
槻
念
の
方
が
，
人
格
的
な
盤
の
観
念
よ
ム
竜
圃
厨
．
原
始
的

に
宗
激
的
甥
象
と
な
つ
控
こ
と
を
切
言
し
疫
の
で
あ
る
。

　
細
細
原
始
佛
敷
が
宗
教
で
な
い
と
か
、
そ
れ
は
佛
陀
の
人
格
を
崇
嘉
す
る
や
う
に
覆
っ
て
か
ら

始
め
て
宗
敏
と
な
つ
π
と
か
い
ふ
の
は
、
歴
更
的
に
無
理
で
あ
っ
て
，
要
す
る
に
か
、
る
説
は
傳
承

的
な
荻
い
宗
敏
親
念
に
囚
は
れ
力
見
解
で
あ
る
。
、
原
始
着
呼
は
其
崇
拝
の
封
象
と
し
て
何
等
入

格
憩
の
観
念
を
有
せ
ず
弟
子
か
ら
見
π
心
慮
の
魚
油
竜
普
通
に
所
謂
紳
で
は
な
く
し
て
、
軍
な
る

師
匠
、
先
豊
者
に
愚
ぎ
獄
か
つ
費
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
が
、
し
か
昏
睡
敏
は
四
諦
八
聖
謡
曲
種
々
な

る
敏
感
行
法
を
聯
聖
な
る
竜
の
と
し
て
奪
崇
し
、
之
を
其
信
念
と
行
事
の
拠
点
と
し
て
居
る
瓢
に

於
て
．
朋
瞭
に
且
つ
完
全
に
一
の
宗
敏
で
あ
る
乙
と
を
圭
点
し
た
の
は
デ
ュ
ル
ヶ
あ
で
あ
る
。
同
様

に
聯
レ
．
ト
は
佛
激
が
非
人
絡
的
な
存
在
を
封
象
と
す
る
宗
敏
の
最
竜
蓬
歩
し
海
蝋
例
で
あ
る
と

覇



　
云
ひ
、
コ
室
も
宗
敏
的
樹
象
に
は
人
格
的
叉
は
罪
人
格
的
な
種
々
の
事
物
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
佛

　
敏
に
は
か
㌦
る
信
念
の
な
い
揚
合
の
多
い
こ
と
を
認
め
て
居
る
。
要
す
る
に
宗
敏
特
上
に
大
な

　
る
部
分
を
占
め
て
居
る
佛
敏
の
主
な
る
部
分
と
根
源
と
が
、
宗
敏
で
な
い
と
い
ふ
の
は
嘗
を
得
な

　
い
の
で
あ
っ
て
、
若
し
之
を
正
當
に
宗
教
と
し
て
認
め
る
な
ら
ば
、
宗
激
的
野
象
が
必
ず
人
格
的
存

　
在
で
あ
る
と
い
ム
偏
見
を
竜
巌
ら
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
爺
し
て
同
様
に
叉
受
入
格
的
な
原
理
や

　
理
想
を
謁
象
槻
念
と
す
る
理
想
的
宗
教
が
、
宗
敏
だ
ウ
得
な
い
と
い
ふ
乙
と
も
、
當
然
否
定
さ
れ
る

　
の
で
あ
る
。

　
　
か
く
し
て
宗
敏
的
野
駿
や
行
事
の
鋤
象
は
必
ず
し
誌
入
曽
的
存
在
に
は
限
ら
ず
、
如
何
獄
る
意

　
味
に
於
て
も
非
人
格
的
な
事
物
を
封
象
と
す
る
宗
敏
が
有
う
得
る
と
い
ふ
議
論
は
、
近
來
梢
廣
く

　
行
は
れ
ん
と
し
て
居
る
。
然
る
に
他
の
一
方
に
於
て
は
、
街
此
灘
に
就
て
多
少
の
批
難
を
加
へ
、
若

　
く
は
條
件
を
付
せ
ん
す
る
學
者
竜
少
く
な
い
や
う
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
此
等
の
勝
者
は
宗
敏
酌
勢

　
象
の
槻
．
念
よ
う
竜
．
む
し
ろ
之
に
封
ず
る
入
間
の
麟
情
や
態
度
を
心
理
學
的
機
能
的
に
説
明
し
て
．

　
そ
れ
が
黒
人
殿
的
で
あ
う
人
格
的
勢
望
で
あ
る
こ
と
を
認
あ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
宗
敏

　
的
野
象
は
客
親
的
に
は
云
ふ
嚢
で
も
な
く
、
掌
裏
者
墨
斑
の
多
念
に
於
て
竜
、
必
ず
し
竜
人
格
的
存

鞭
在
で
は
な
い
鰻
然
し
入
が
藁
雰
人
絡
艶
悉
曇
的
甥
象
に
向
つ
溢
縛
の
氣
分
や
態
度
嫉
決
し
て

　
　
　
　
　
銀
敏
蔚
欝
慾
と
入
雛
灘
念
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
聯
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
」
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欝
麟
欝
魔
　
麟
製
や
購
購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
…
篇
轟

木
石
や
死
物
に
饗
す
る
が
無
二
竜
の
で
は
な
く
、
略
々
人
と
入
と
櫨
饗
し
沁
揚
舎
の
や
5
な
甥
人

的
な
二
分
や
關
係
で
あ
っ
て
、
曲
意
瞭
に
於
て
宗
教
は
必
然
に
人
格
的
封
象
を
有
す
る
と
云
い
得

る
の
で
あ
る
。
　
ト
竃
4
は
原
飴
9
ぶ
…
敬
が
離
胤
々
一
億
の
ア
鼻
際
テ
ィ
ズ
ム
論
に
於
て
総
…
へ
ら
れ
る
や
う

な
露
入
格
的
な
力
の
観
念
を
甥
象
と
す
る
ミ
と
を
認
め
な
が
ら
、
繍
般
に
宗
敏
的
叢
誌
と
し
て
の

超
人
的
な
カ
と
入
問
と
の
問
は
駄
禽
海
量
屈
曲
は
人
格
両
開
係
で
あ
ウ
、
こ
幅
に
宗
教
が
成
立
す

る
と
云
っ
て
居
る
が
｛
曝
っ
客
回
議
箋
ぎ
う
凱
彦
ぎ
簿
Φ
鱒
…
論
◎
蔓
つ
眺
盗
賊
剛
騰
（
）
茎
二
）
．
伽
）
既
臨
灘
に
就
て
最
竜
覇
瞭

に
其
立
場
を
論
勝
し
沁
の
は
．
り
諏
警
バ
と
ボ
霞
川
ド
呼
ン
と
で
・
あ
ろ
う
。
尤
竜
既
豪
奢
の
意
見
に

立
て
は
、
近
く
赤
加
訟
・
文
醗
：
士
の
奪
輪
編
心
心
寵
翼
心
構
購
學
の
軍
威
晦
』
と
止
痛
・
る
砥
鰯
文
β
霧
胴
一
轍
學
翻
報
、
旧
離
九
號
）
の
　
〆

申
に
極
め
て
詳
細
に
読
弱
批
評
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
更
に
此
を
繰
返
す
の
は
無
用
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
議
論
の
筋
を
勝
か
に
す
．
る
爲
め
に
繍
翠
に
其
要
黙
を
蓮
虻
、
置
か
5
。

　
亨
、
ー
バ
は
其
藷
『
宗
激
の
起
源
及
び
本
質
』
や
畷
．
宗
激
の
心
鰹
學
的
研
究
臨
に
於
て
宗
敏
の
本
質
を

葺
き
、
人
問
が
其
生
活
の
獣
心
を
達
す
る
爲
あ
ぼ
、
原
因
結
果
の
鴨
孫
の
靱
か
な
合
理
蘭
肖
然
的
な

カ
を
利
用
す
る
の
は
科
學
で
あ
9
て
、
之
に
嚇
し
て
宗
漱
や
究
術
は
因
果
の
聯
秘
酌
な
超
自
然
的

な
カ
に
依
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
毒
し
て
艶
寧
で
呪
術
は
共
超
轟
然
的
勢
力
を
利
用
す
る
に

露
人
格
的
な
態
度
を
以
て
継
れ
に
向
ひ
、
機
械
的
に
之
を
取
載
ふ
の
で
あ
る
が
、
宗
敏
は
人
格
的
即



　
ち
饗
入
威
醗
な
態
度
誓
酔
ξ
2
）
。
ワ
邑
営
四
四
簿
猛
㊤
な
以
て
搾
れ
に
依
頼
し
所
願
ず
る
の
で
あ
る
、
そ
れ

　
で
宗
敏
的
謝
象
は
必
ず
し
竜
人
問
形
態
的
触
顕
露
哩
。
℃
O
彰
。
ぞ
藏
G
逼
る
を
要
し
長
い
が
、
乙
れ
に
封
ず
る

　
入
闘
の
宗
敏
的
態
度
は
封
人
々
酌
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
宗
敏
と
し
て
は
本
質
駒
な
一
要
素
だ
と
云

　
ふ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
ポ
ぎ
μ
ド
ヰ
ン
調
か
奨
『
礁
貸
ゐ
仕
の
瀦
眠
生
精
測
』
餓
叩
四
川
母
野
至
難
州
レ
～
出
始
に
訊
説
い
て
居
る
｛
不
瓢
駄
砥
醐
は
、
大
膿

　
上
デ
ジ
ヶ
ム
ジ
ギ
・
ブ
ジ
。
ー
ル
等
の
フ
ラ
ン
ス
勉
會
學
涙
の
入
日
の
學
謹
を
根
概
と
し
て
居
る
の

　
で
あ
る
が
、
其
宗
敷
的
封
象
叉
は
態
度
の
人
格
観
念
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
此
等
の
學
詮
と
反
封
の

　
結
果
に
到
達
し
て
磁
る
や
う
で
あ
る
。
師
ち
ボ
茗
膨
1
3
ヰ
ン
の
燐
説
で
は
、
人
類
の
世
界
観
の
最

　
初
の
形
式
は
未
論
理
的
、
厳
秘
醜
、
宗
教
的
で
あ
5
．
特
に
之
を
属
族
的
費
生
の
上
か
ら
観
れ
ば
集
合

　
諾
威
情
的
で
あ
っ
て
，
ζ
、
に
又
宗
激
的
観
粛
の
特
質
が
あ
る
。
然
し
原
始
人
の
世
界
観
は
生
物

　
と
無
生
物
す
ら
沓
工
せ
ず
、
聡
だ
混
沌
の
中
に
物
の
活
動
を
見
る
や
う
な
誉
費
的
昨
二
元
的
ア
ニ

　
ミ
ズ
ム
弓
｝
簿
舞
6
0
羨
敷
藁
恥
髪
藷
疏
。
a
巴
善
憲
謬
で
は
な
く
、
叉
生
物
か
ら
麗
賞
し
見
疫
無
生
物
の
申
に

　
讐
に
生
命
や
心
骨
の
内
在
を
認
め
る
や
5
な
反
省
的
ア
・
＝
・
ズ
ム
藍
璽
冨
讐
叫
凱
。
・
ヨ
で
も
な
い

　
の
で
あ
っ
て
、
興
味
特
に
癒
會
紬
利
害
を
中
心
と
す
る
集
含
的
観
念
で
は
あ
る
が
、
多
少
の
秩
序
と

邸、

崧
M
諭
し
守
、
蒲
巖
麓
さ
て
農
の
忠
と
馨
奮
の
を
・
警
・
星
か
し
て
観
る

　
　
　
　
　
譲
鍛
麟
・
灘
畿
と
一
三
鍛
念
，
　
㍉
㌔
　
・
　
　
」
　
　
　
　
　
、
＼
、
　
　
　
　
、
　
蕊
蕪



　
　
　
　
　
醤
學
研
號
　
第
殴
＋
饒
號
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
薦

堰
斯
の
威
情
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
”
夢
野
ぎ
霞
§
◎
ぎ
§
岬
碧
ぎ
鍵
⇔
で
あ
る
．
そ
れ
凶
、
宗
敏
意
識
の
中
心
的

ま

　
要
素
は
大
膿
上
必
聴
威
で
あ
る
と
い
ひ
得
る
が
．
此
申
に
含
ま
れ
控
弦
頼
や
奪
敬
の
滅
は
威
會
的

　
南
郷
に
於
て
、
人
事
に
書
す
る
時
と
同
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
　
凡
そ
宗
敏
上
の
奪
崇
、
奪
敬
の
威
は

　
肖
然
現
象
や
法
律
等
に
勤
す
る
膝
の
恐
怖
、
叉
は
威
力
威
嚴
の
威
と
は
論
う
、
入
格
的
牲
質
を
帯
び

　
て
居
る
。
故
に
宗
敏
的
儀
禮
は
叉
常
に
之
を
照
竪
納
受
す
る
人
格
の
存
在
を
豫
懇
す
る
の
で
あ

　
つ
て
．
宗
敏
的
封
象
の
外
形
や
象
徴
と
な
る
謝
は
と
に
か
丸
善
の
内
容
の
熱
闘
蒙
琶
轟
を
旗
す

　
竜
の
、
即
ち
嚴
密
な
る
宗
敏
的
欝
象
其
物
は
、
此
宗
敏
的
意
識
に
封
秘
す
べ
く
入
格
離
姓
質
を
認
あ

　
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
而
し
て
原
始
入
が
無
生
物
を
宗
敏
納
封
象
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は

　
宗
敏
的
興
昧
に
よ
っ
て
彼
の
威
病
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
心
理
か
ら
生
き
π
恐
の
と
魏
ら
離
て
居
タ
、

　
す
で
に
淋
聖
意
に
含
ま
れ
力
緯
圏
性
に
拙
い
て
、
封
人
的
欄
係
が
生
じ
て
居
る
の
で
あ
る
．
尤
蕗

　
明
瞭
な
人
格
の
意
識
や
人
絡
的
な
露
の
『
観
念
』
は
原
始
入
に
は
生
じ
得
な
い
が
、
然
し
轟
簗
な
事

　
物
の
表
は
す
意
味
は
生
命
で
あ
う
入
絡
的
の
カ
で
あ
っ
て
、
嫌
に
｝
ー
タ
ム
の
意
昧
内
面
は
集
縄

　
で
あ
う
人
格
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
意
識
上
人
格
類
似
の
竜
の
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
．

　
　
要
す
る
に
此
等
の
學
説
の
根
概
は
、
宗
敏
的
細
螺
に
面
す
る
宗
敏
意
識
叉
は
態
度
が
、
本
璽
的
に

　
恋
人
餓
的
態
度
叉
は
入
絡
的
痴
女
を
含
ま
ね
は
獄
ら
繊
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
蟻
實
駁
貌



　
て
見
て
竜
宗
教
納
封
象
は
客
醗
納
に
若
く
は
概
念
上
に
は
雰
人
格
飽
存
在
で
あ
っ
て
懲
、
少
く
と

　
も
威
情
至
愚
は
實
行
上
に
は
必
ず
人
格
的
存
在
と
し
て
見
ら
れ
て
居
る
。
從
っ
て
宗
教
的
封
象

　
の
人
熱
形
態
観
若
く
は
人
格
槻
念
が
宗
敏
下
上
に
殆
ん
ど
普
偏
麟
な
事
實
と
し
て
現
は
れ
て
居

　
る
の
は
、
此
理
由
に
依
る
外
論
明
し
得
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
ろ
3
。
蓋
し
こ
、
に
至
っ
て
原
始
宗

　
敏
や
其
他
の
事
實
の
説
明
懲
甚
だ
微
細
に
な
う
問
題
が
宗
藪
共
物
の
心
理
學
的
演
繹
の
申
心
に

　
鰯
れ
て
來
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
し
な
が
ら
更
に
周
到
に
宗
敏
上
の
玉
込
を
吟
寵
す
る
と
、
所

　
寸
々
情
的
に
竜
人
格
的
意
味
を
有
し
な
い
事
物
と
宗
敏
朗
に
交
渉
す
る
揚
々
や
、
此
則
し
竜
人
格
的

　
態
度
を
含
嚢
な
い
宗
敏
的
儀
禮
が
少
く
な
い
や
5
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
宗
激
納
態
度
が
必
然
に

　
人
格
醜
關
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
濃
と
い
ふ
理
論
酌
根
糠
が
充
分
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
　
第
一
に
既
等
の
議
論
に
観
て
は
其
野
人
威
的
態
度
と
か
、
人
絡
的
翻
係
と
か
面
す
る
唱
の
曳
特

　
質
が
無
届
で
熱
い
。
ジ
孤
ー
バ
は
之
を
機
械
蘭
鎧
動
醜
態
度
と
両
立
さ
せ
て
居
る
が
、
然
し
盛
者
の

　
閥
に
は
判
然
漏
る
癌
別
が
立
っ
て
居
な
い
や
う
で
あ
る
。
蒋
し
機
櫨
魑
と
い
ふ
こ
と
が
入
が
機

　
械
や
道
具
を
取
扱
ふ
や
う
に
鍋
象
を
濤
由
欝
在
に
支
配
し
、
激
て
そ
の
意
志
を
顧
み
な
い
と
い
ふ

　
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
，
入
面
的
と
い
ふ
Z
と
は
其
丈
罫
肢
輩
亡
霊
晦
に
な
ら
慰
い
と
い
ふ
意
魔
に

脳
過
ぎ
な
い
。
然
し
膚
由
に
な
ら
な
い
と
い
ふ
之
と
が
人
面
駒
態
度
で
あ
る
と
す
れ
献
脚
蟻
丁
幾

　
　
　
　
　
寒
敏
的
舞
謙
と
人
麟
搬
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
灘



　
　
　
　
　
欝
雛
蘇
兜
　
　
簸
繍
十
醗
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
鷺
ハ

螂
風
雨
等
の
如
き
天
然
現
象
は
現
代
の
科
學
の
カ
を
以
て
し
て
も
自
霞
に
支
配
し
得
な
い
竜
の
が

置

　
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
寂
す
る
頭
上
は
入
格
醜
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
搬
。
毒
し
叉

　
入
絡
的
と
い
ム
こ
と
が
面
識
の
意
志
を
憲
ら
次
い
と
い
ム
意
味
に
煽
て
の
機
械
的
態
度
の
反
饗

　
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
野
点
の
意
志
を
認
め
て
、
韓
等
か
の
方
法
を
以
て
其
意
志
の
縫
鰻
鹸
活

　
動
を
待
つ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
此
意
瞳
に
於
て
入
が
宗
敏
的
饗
象
に
記
し
て
人
血
鈎
態
度
を

　
取
る
こ
と
は
、
即
ち
其
封
象
に
意
志
や
精
紳
を
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
結
局
先
に
亡
べ
霞
宗
敏
的

　
欝
象
の
入
格
槻
と
同
一
に
蹄
着
す
る
。
故
に
り
♂
障
は
宗
敏
的
蜀
象
の
心
理
學
的
特
質
を
数
へ
．

　
て
、
最
初
に
其
心
的
精
石
心
存
在
だ
る
こ
と
、
及
び
人
格
者
と
認
め
ら
る
べ
き
こ
と
を
暴
げ
、
叉
ア
ニ

　
マ
テ
イ
ズ
ム
に
於
け
る
”
非
人
格
的
な
紳
心
力
は
、
呪
術
の
甥
象
と
は
な
る
が
宗
敏
的
野
象
と
は
な
ら

　
ず
、
宗
激
的
鍬
象
沁
る
べ
き
カ
の
観
念
は
入
格
的
の
竜
の
に
限
る
と
見
倣
し
て
居
る
。

　
　
此
霜
に
就
て
ボ
葺
ル
ド
穿
ン
が
人
絡
的
態
度
の
特
質
と
し
て
指
摘
し
た
所
は
、
大
膿
漏
ジ
議
置
バ

　
の
考
へ
と
同
様
で
は
あ
る
が
、
典
勤
立
観
念
が
異
っ
て
居
る
だ
け
こ
れ
よ
う
竜
多
少
明
瞭
に
な
つ

　
て
居
る
。
鋤
ち
共
説
に
よ
る
と
入
は
宗
教
的
儀
縫
や
行
事
に
於
て
は
、
直
接
的
の
方
法
帥
ち
鳥
を

　
撃
愛
ん
と
し
石
を
投
げ
る
が
如
兎
直
接
に
典
欝
的
を
齢
せ
ん
と
す
る
因
果
的
方
法
を
取
ら
な
い

　
の
で
あ
っ
て
、
問
接
的
な
勤
人
的
な
方
法
齢
ち
鷹
島
、
告
知
、
拗
論
、
告
自
等
面
長
に
人
が
他
人
に
向
ふ



　
臨
に
用
ふ
る
種
々
の
方
法
を
用
ひ
る
。
こ
れ
實
に
入
絡
的
關
係
の
機
微
を
捉
へ
た
竜
の
で
あ
っ

　
て
、
野
墜
入
の
箪
純
な
爵
叢
的
の
購
示
を
始
め
と
し
て
、
紳
學
者
の
精
練
し
疫
論
理
的
な
手
績
に
至

　
る
ま
で
み
な
同
様
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
（
。
ワ
○
墜
℃
¢
｛
ご
。
然
し
競
設
明
に
よ
っ
て
竜
亦
入
格
酌

　
方
法
と
は
暗
示
、
拗
説
等
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
殉
そ
れ
は
餓
知
性
や
意
志
を
認
め
な
い
事
物

　
に
向
っ
て
は
行
留
れ
凍
い
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
典
範
亀
手
に
歳
計
や
意
志
の
存
在
を
認
め
て

　
之
を
動
か
す
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
か
＼
る
態
度
が
宗
教
的
態
度
の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
敏

　
は
入
格
的
存
在
を
抽
象
と
す
る
外
に
有
う
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
撫
之
ボ
葺
ル
ド
専
ン
の
所
謂

　
直
接
的
方
法
と
し
て
の
宗
敏
的
密
話
は
甚
だ
多
い
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
ト
豆
テ
ム
を
食
っ
て
粟

　
塾
質
を
享
け
、
浄
水
に
浴
し
て
身
心
の
汚
繊
を
祓
ふ
が
如
き
は
、
決
し
て
焼
接
蘭
人
格
露
な
方
法
と

　
は
云
は
れ
な
い
。
　
エ
蚕
ム
ズ
は
供
蟻
の
根
源
が
凡
て
癖
人
量
的
な
儀
禮
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し

　
て
居
る
が
」
般
に
デ
ュ
膨
ケ
ム
の
燐
講
物
質
的
効
呆
を
漏
話
と
す
る
儀
禮
は
（
㌘
二
げ
劉
①
凝
㈹
冨
壽
ρ
ワ

　
回
O
C
＞
特
に
直
面
醜
方
法
の
疑
し
い
誌
の
で
あ
る
か
ら
．
若
し
此
等
を
竜
宗
敏
ま
し
ば
し
認
め
る
な
ら

　
ば
、
二
品
的
人
諮
醜
方
法
が
宗
敏
釣
態
度
の
特
徴
で
あ
屡
と
い
ふ
昆
霧
は
到
底
打
戯
さ
れ
ね
ば
獄

　
ら
澱
の
で
あ
る
。

囎
然
し
職
が
ら
か
く
の
饗
直
接
讐
法
管
黒
人
欝
な
鑑
努
と
ひ
そ
れ
が
宗
敏
の

　
　
　
　
　
ゴ
繋
数
約
鋤
激
鳶
入
絡
灘
念
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
瓢
募



　
　
　
　
　
暫
攣
蘇
魔
　
猫
騰
軸
擁
驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎡
、
八

駅
名
に
於
て
行
は
れ
る
に
し
て
も
、
本
質
醜
に
は
宗
敏
で
な
く
し
て
短
章
で
あ
る
と
云
は
れ
る
か
竜

　
知
れ
な
い
。
璽
に
穿
爵
バ
は
立
野
象
に
灘
す
る
態
度
が
人
絡
麟
で
あ
る
か
機
械
的
強
灘
的
で
あ

　
る
か
に
よ
っ
て
、
宗
敏
と
呪
衛
と
を
概
念
上
に
匿
騨
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
既
晃
地
か
ら
ず
れ

　
ば
葬
人
格
麟
態
度
の
儀
禮
は
皆
蝿
徳
と
な
お
の
で
あ
番
。
け
れ
ど
竜
宗
敏
と
蜀
徳
と
の
か
曳
る

　
惑
溺
は
、
コ
欝
が
之
を
批
評
し
遼
や
5
に
正
當
覆
る
玉
壷
法
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
（
障
誤
、
◎
ぎ
ざ
験
．

　
9
二
男
σ
奄
ざ
許
諺
。
。
㌣
総
）
ψ
駕
敏
に
竜
富
麗
的
機
械
的
な
態
度
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
と
同
時
に
、
入
格

　
的
の
霊
に
饗
す
る
呪
術
が
稽
強
磁
釣
で
は
あ
る
が
人
格
的
態
度
に
於
て
行
は
れ
る
こ
と
も
少
く

　
憂
い
。
要
す
る
に
入
．
格
的
態
度
と
機
械
的
叉
は
強
制
的
態
度
と
は
巌
密
な
る
饗
立
概
念
で
は
な

　
く
、
交
錯
し
て
併
存
し
得
る
揚
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
若
し
叉
機
械
的
と
い
ム
語
を
大
に
制
限
し

　
て
、
封
象
を
全
然
自
由
に
支
配
せ
ん
と
す
る
態
度
と
し
、
封
手
の
意
志
を
愈
撫
す
る
入
格
的
態
度
に

　
Ψ
は
な
い
方
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
此
人
絡
的
態
度
に
封
立
す
る
誰
人
格
的
態
度
の
申
に
出
費
ら
機

　
械
的
で
は
な
玉
露
係
が
残
る
の
で
あ
っ
て
、
非
人
絡
的
な
威
力
威
殿
に
向
つ
だ
時
の
奪
敬
、
即
ち
リ
ュ

　
婁
パ
の
所
謂
非
制
的
巷
8
暮
き
＝
曽
び
臥
の
態
度
が
其
問
に
介
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
デ
ュ
ル
ヶ
ム

　
の
所
謂
雰
人
格
的
物
質
的
力
に
野
す
る
奪
楽
、
姦
盗
、
若
く
は
畏
怖
等
の
威
ぽ
此
態
度
に
照
す
る
も

　
の
で
あ
っ
て
、
宗
敏
的
肝
玉
の
或
者
が
非
議
絡
的
態
度
で
あ
る
之
と
は
、
必
ず
し
も
直
ち
に
そ
れ
が



　
機
械
的
態
度
で
あ
る
こ
と
を
意
心
す
る
の
で
は
著
い
。
静
黙
か
ら
見
て
竜
宗
教
麟
態
度
を
入
格

　
的
態
度
と
限
ら
な
い
で
、
非
人
格
的
態
度
の
中
に
竜
宗
教
的
の
竜
の
が
あ
る
こ
と
を
認
あ
疫
方
が

　
適
當
で
あ
ら
う
。

　
　
次
に
叉
宗
敏
が
人
格
的
態
度
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
論
者
は
、
縛
と
し
て
競
念
墨
入
格
を
認

　
め
な
い
傑
物
に
勤
し
て
竜
、
人
が
こ
れ
に
向
っ
て
人
格
的
態
度
を
取
う
、
人
格
帥
戚
情
と
竜
云
ふ
べ

　
き
も
の
を
以
て
臨
む
場
合
が
あ
る
と
湾
へ
て
居
る
や
う
で
あ
る
が
、
人
が
其
饗
事
た
る
事
物
に
全

　
介
入
格
を
認
あ
な
い
で
、
然
か
竜
之
を
人
格
と
し
て
取
扱
ふ
や
う
な
場
含
が
慕
無
上
果
し
て
有
9

　
得
る
で
あ
ら
う
か
。
元
來
論
者
の
燐
謂
人
格
的
態
度
と
か
劉
人
的
三
聖
と
か
い
ふ
も
の
㌦
特
徴

　
は
．
其
外
部
的
形
式
よ
ム
は
内
部
的
意
識
的
特
質
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
人
が
或
る
事
物
に
封
し

　
て
人
格
的
態
度
を
以
て
臨
む
と
非
人
格
的
態
度
を
取
る
と
の
歴
朋
は
、
其
事
物
を
ば
或
種
の
域
畳
。

　
理
解
力
、
威
情
及
び
意
志
等
を
有
す
る
竜
の
と
し
て
見
る
と
否
と
に
在
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
し
て
み
る
と
入
格
的
態
度
に
は
皇
胤
の
人
格
に
封
ず
る
明
瞭
な
概
念
は
な
く
と
竜
、
封
手
を
ぱ
威

　
畳
や
意
志
あ
る
竜
の
と
す
る
漠
然
だ
る
豫
想
が
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
顧
の
で
あ
っ
て
、
若
し
乙
れ

　
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
そ
れ
は
人
絡
的
態
度
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
・
4
，
。
　
此
織
に
於
て
少
、
蜜
バ
が

㎜
．
宗
敏
は
必
然
に
人
格
酌
態
度
で
あ
る
か
昏
ア
・
脚
；
・
ズ
ム
に
於
け
る
カ
の
親
念
は
、
其
霞
身
宗
激

　
　
　
　
　
猿
　
　
的
欝
象
と
、
入
諮
搬
念
　
　
　
　
　
　
　
・
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
・
　
総
尭



ID“OO

　
　
　
　
蕾
學
観
魔
，
蜘
鐵
幸
醐
魏
　
　
　
　
、
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
○

的
野
象
と
は
獄
う
得
な
い
と
二
つ
π
の
が
、
却
っ
て
二
二
に
共
立
揚
を
明
に
し
て
以
る
や
う
で
あ

る
。　
二
二
入
が
或
る
事
物
に
就
て
入
信
の
観
念
を
有
せ
ず
し
て
。
し
か
竜
入
格
的
に
之
に
封
ず
る
や

う
に
二
野
る
野
合
が
三
つ
あ
る
。
　
即
ち
一
つ
は
二
野
の
遊
戯
叉
は
玩
具
等
に
勤
す
る
態
度
で
あ

っ
て
、
雛
型
は
入
形
や
其
他
の
無
生
物
を
高
著
人
格
的
な
竜
の
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
な
が
り
、
屡

々
遊
戯
的
に
之
を
心
あ
る
も
の
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
が
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
所
謂
蝦
想
的
信
念

彰
爵
。
｝
Ψ
藤
壷
に
磨
く
の
で
あ
っ
て
、
此
信
念
の
下
に
は
た
と
い
輔
時
点
に
毒
せ
よ
勤
手
の
事
物
の
人

格
が
強
ひ
て
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
封
し
て
入
絡
納
な
態
度
を
取
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
爽
に
藝
術

的
擬
人
観
竜
亦
こ
れ
に
類
す
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
花
鳥
風
月
に
封
し
て
詩
入
が
こ
れ
を
一
種
の
人

格
と
し
て
観
ろ
の
は
、
所
謂
威
惰
移
入
翼
義
ψ
三
遷
α
q
の
悸
、
馬
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
上
階
結
局
は

一
の
椴
想
的
信
念
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
欝
象
の
人
格
観
念
が
漠
然
と
想
定
さ
れ
て
居
る
。
第
三
の

揚
合
は
威
情
の
輿
奮
に
華
く
入
絡
酌
態
度
で
あ
（
ノ
て
、
吾
入
は
極
端
な
憤
怒
愛
憐
、
悲
哀
の
威
情
を

起
し
だ
時
．
明
か
に
無
生
物
と
認
め
て
居
る
物
に
入
舎
駒
態
度
を
取
る
こ
と
は
屡
々
経
験
す
る
飯

で
あ
る
。
　
工
璽
ム
ズ
が
詳
細
に
訟
鋤
し
て
居
る
通
う
原
始
入
に
は
か
嵐
る
経
験
は
殊
に
多
い
の

で
あ
っ
て
登
δ
㎞
4
遭
a
嗣
三
ぎ
撃
窪
濡
。
凱
α
q
…
§
雛
穿
鷲
ぼ
霧
3
憲
瞭
』
刈
襲
W
9
、
警
手
は
こ
れ
ら
を
竜
繊
情
移
入
を



　
以
て
、
論
明
し
居
る
（
o
ワ
簿
・
℃
ワ
塗
淑
◎
9
。
然
し
此
等
の
中
に
は
共
心
惜
を
表
出
す
べ
き
適
當
穣
人

　
格
的
勢
象
を
急
に
登
興
し
得
な
い
爲
め
に
、
強
ひ
て
之
を
挿
入
絡
的
な
事
物
に
鋤
す
る
行
爲
と
し

　
て
表
出
し
た
場
合
が
多
い
や
う
で
あ
う
、
又
強
ひ
て
云
へ
ば
共
非
人
格
的
な
封
象
に
極
め
て
瞬
聞

　
的
に
入
営
概
念
が
假
想
さ
れ
て
居
る
ど
し
て
慈
説
明
し
得
る
が
．
恐
く
其
多
難
は
人
格
的
存
在
に

　
向
っ
て
現
は
る
べ
き
反
磨
の
形
式
を
滅
情
の
典
奮
に
悲
く
鋼
臨
の
錯
誤
と
昇
華
の
必
要
か
ら
、
移

　
し
て
之
を
入
梅
を
認
め
な
い
事
物
の
上
に
翻
へ
た
も
の
と
し
て
説
明
し
た
が
適
當
で
あ
ろ
5
。

　
　
之
を
婆
す
る
に
實
行
と
し
て
の
人
格
態
度
に
は
、
必
ず
其
封
象
の
軽
賎
か
の
軽
度
に
於
け
る
人

　
格
観
念
が
基
礎
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
発
然
人
格
親
念
を
俘
は
ず
し
て
人
格
納
態
度
は
難
じ
碍
な

　
い
の
で
あ
る
が
、
論
巻
の
多
く
が
主
張
す
る
単
な
る
入
子
的
乱
軍
な
る
竜
の
竜
事
聖
上
有
ウ
得
な

　
い
や
・
5
に
思
は
れ
る
。
隔
卿
．
ち
聞
入
に
乱
序
て
云
へ
ば
野
畑
醜
人
炊
…
醸
情
、
も
、
そ
れ
∴
か
軍
純
論
羅
傭
…
で
な
く
・

　
し
て
む
し
ろ
情
絡
と
云
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
冥
裏
菰
に
穂
等
か
の
観
念
紛
要
索
の
随

　
俘
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
摩
な
い
。
換
書
す
組
は
入
格
醸
情
と
は
結
局
鋤
象
π
る
事
物
が
威
知

　
性
を
壱
す
る
意
志
的
存
在
で
あ
る
と
い
ふ
観
念
を
申
心
と
す
る
惹
識
の
卑
情
多
方
面
を
云
ふ
の

　
で
あ
っ
て
、
か
滞
る
鳳
．
情
の
封
象
は
魏
弾
子
に
恵
何
等
か
の
人
格
を
認
あ
ら
れ
震
る
存
在
で
あ
る
。

糊
絢
襟
に
塗
し
原
始
入
が
墾
く
の
無
生
物
に
樹
し
て
入
選
滅
婚
…
を
有
し
て
居
艶
と
す
も
れ
ば
・
品
等
は

　
　
　
　
　
蝶
教
約
鱗
灘
毒
人
路
難
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
擁
～



亙2醗

　
　
　
　
欝
難
醗
鍵
　
　
鎮
遡
普
鱗
購
　
　
　

、
、
・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
騰
識

亦
た
と
び
漠
然
だ
る
形
に
窓
せ
よ
此
讐
の
事
物
を
薦
下
上
に
慈
入
格
と
し
て
認
め
て
羅
う
、
同
縛

に
叉
他
方
、
こ
れ
に
早
立
す
る
多
少
非
〃
入
筆
的
次
存
在
の
観
念
を
も
有
っ
て
居
掩
芝
を
認
め
な
け

れ
．
ば
な
ら
ぬ
。
且
叉
芋
餌
入
が
威
情
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
心
理
北
譲
っ
て
、
多
く
の
事
物
殊
に
其
宗

敏
的
興
味
の
欝
欝
と
な
る
事
物
を
、
生
命
あ
る
竜
の
と
し
て
生
か
し
て
箆
た
と
し
て
も
．
そ
れ
は
必

ず
し
竜
昇
等
の
事
物
を
人
格
観
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
生
き
π
と
見
る
こ
と
㌦
入
絡
と

細
る
こ
と
㌦
は
必
ず
し
も
同
一
で
な
い
。
　
吾
入
に
取
っ
て
植
物
は
生
き
て
居
て
竜
人
格
で
は
な

く
、
児
童
と
羅
も
普
蓮
に
は
之
に
域
知
性
や
意
志
を
認
め
て
は
居
な
い
、
そ
れ
で
た
と
ひ
原
始
入

が
如
毎
に
死
物
と
生
物
と
人
格
と
を
混
逸
し
て
屠
っ
た
と
し
て
竜
、
彼
等
が
軍
に
生
命
あ
る
．
も
の

と
し
て
見
た
の
が
、
直
ち
に
そ
れ
を
人
格
覗
し
た
の
で
あ
る
と
は
云
は
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
厨
謂

ビ
Φ
観
）
蒙
σ
q
と
轡
霧
Φ
Φ
惹
嘱
と
は
多
少
癌
溺
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
織
。
そ
れ
で
エ
ー
ム
ズ
は
原

始
人
の
生
命
槻
の
心
理
を
説
明
し
て
多
数
の
駕
を
重
げ
て
居
る
が
、
翠
蓋
此
等
を
ば
む
し
ろ
マ
レ
ッ

ト
の
所
謂
ア
ニ
噸
テ
ィ
ズ
ム
の
観
念
に
遍
い
も
の
と
し
て
見
て
居
る
（
喜
・
慕
・
等
・
一
ミ
ー
一
桝
9
。
故
に

ボ
ー
戸
－
。
ヰ
ン
の
滅
情
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
識
朋
も
．
原
始
人
が
其
興
味
の
甥
象
殊
に
宗
敏
的
野
象

控
る
事
物
を
ア
ニ
マ
タ
イ
ズ
し
だ
と
い
ふ
事
實
を
示
す
に
は
充
分
で
あ
る
が
、
之
に
号
し
て
彼
等

が
人
絡
威
情
を
以
て
臨
ん
だ
と
い
ふ
根
擦
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



　
　
か
く
し
て
論
壇
の
所
傘
入
格
的
態
度
や
入
塾
威
惰
は
何
等
か
の
形
式
に
於
け
る
人
格
観
念
を

　
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宗
敏
的
威
情
や
態
度
が
鍔
人
意
的
で
あ
套
人
格
的
關
係
で

　
あ
る
と
い
ふ
議
論
は
、
結
局
宗
敏
的
饗
象
は
主
観
的
に
纏
絡
的
存
在
控
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
ム

　
、
拡
張
の
外
に
出
で
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
心
入
絡
的
存
在
を
欝
象
と
し
な
い
宗
敷
や
、
人
格
的

　
欝
象
に
蘭
離
し
な
い
多
数
の
細
面
的
儀
禮
の
存
在
は
、
此
説
に
よ
っ
て
は
依
然
と
し
て
論
明
さ
れ

　
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
か
の
ア
ユ
マ
テ
イ
ズ
ム
の
宗
敏
に
饗
し
て
、
リ
晶
7
バ
は
む
し
ろ
そ
れ
が

　
宗
敏
た
る
こ
と
を
否
定
せ
ん
と
す
る
が
、
ボ
ぎ
川
一
3
ヰ
ン
は
塗
る
梶
度
譲
で
之
を
容
れ
、
少
く
と
竜

　
塾
眞
テ
、
ミ
ズ
ム
に
は
人
格
的
意
味
を
見
出
き
ん
と
し
て
居
る
け
．
れ
ど
も
、
其
他
の
者
に
封
し
て
は

　
瓢
説
明
が
船
齢
へ
ら
れ
て
居
な
い
。

叉
擦
一
始
億
即
教
に
就
て
は
、
ボ
客
μ
ド
ヰ
ン
は
汎
聯
弧
醐
や
融
覧
秘
主
講
魍

　
と
共
に
む
し
ろ
共
宗
敏
驚
る
こ
と
を
否
定
せ
ん
と
し
、
リ
爵
バ
は
理
想
的
宗
敏
論
と
典
に
ζ
れ
に

　
多
少
の
余
地
を
存
し
て
居
る
が
、
其
説
明
は
結
局
徹
底
し
な
い
や
5
で
あ
る
（
目
毒
ゆ
爵
亀
貯
Q
つ
篇

　
葺
急
ゴ
薯
ミ
浄
・
・
藁
ヒ
回
、
・
岬
算
爾
酬
滲
照
）
．
魔
だ
原
始
佛
教
に
於
け
る
雰
人
格
的
な
原
理
や
敏
法
に
吊
し
て
、

　
之
を
燈
高
債
値
と
し
て
憩
聖
恩
を
以
て
之
に
封
し
た
人
々
の
態
度
は
入
格
的
で
あ
っ
て
、
三
っ
て

　
そ
こ
に
宗
敏
が
あ
っ
だ
と
す
る
の
は
赤
松
丈
學
士
の
読
で
あ
る
が
、
此
最
高
償
値
の
意
識
や
紳
聖

哲
餓
が
必
然
に
人
面
的
と
導
べ
き
賊
燐
や
態
度
を
伸
ふ
か
は
無
調
で
あ
聖
ず
㌘
ヰ
ン
は

　
　
　
　
　
搬
敏
的
灘
隷
乏
人
絡
糧
念
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
翌
、



　
　
　
　
　
欝
・
雛
嬢
蹴
　
蟻
欝
攣
騰
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
欝
購

灘．

a
聖
感
（
雛
聾
⇔
諺
鳥
・
黛
ぐ
鑓
の
・
ぎ
ぢ
）
の
或
者
は
入
格
釣
關
係
を
含
む
か
の
や
う
に
説
き
な
が
ら
．
溺
も
殆

ユ

　
ん
ど
其
と
溺
扁
で
あ
る
奪
敬
や
奪
崇
の
威
に
は
、
人
格
納
即
ち
宗
敏
酌
で
は
な
い
自
然
や
道
徳
法

　
に
封
ず
る
竜
の
も
あ
る
こ
と
を
認
め
た
や
5
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
依
っ
て
見
る
と
大
農
上
宗
敏
的

　
態
度
の
必
然
帥
．
随
俘
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
軸
聖
戚
や
麓
崇
の
域
に
は
、
人
絡
紛
外
情
を
含
嚢
ず
．
雰

　
人
格
的
な
勤
象
に
聞
し
て
意
識
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
非
人
絡
醜
な
宗
敏
的

　
態
度
が
現
は
れ
る
と
竜
澹
へ
得
ら
れ
る
。
　
而
し
て
此
見
方
か
ら
す
れ
ば
宗
敏
酌
態
度
は
必
ず
し

　
野
饗
入
醸
的
態
度
で
は
な
く
、
入
格
的
国
情
は
そ
の
必
然
駒
要
素
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
蹄
着
す

　
る
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
人
格
的
態
度
で
な
け
れ
ば
宗
数
的
態
度
を
峨
さ
な
い
と
い
ふ
説
は
．
共

　
人
格
的
態
度
と
い
ふ
こ
と
を
鰻
密
に
規
定
す
る
隈
ウ
は
、
入
筆
的
掘
念
を
含
雲
な
い
多
歎
の
宗
敏

　
的
行
事
や
儀
禮
を
ば
、
夢
路
に
宗
教
と
し
て
認
め
得
な
い
之
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
完
）


